
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JX-17D  
SCIENTEX公認 

JCBT-17A 

強化版後継機 

AM 500mW/100mW 8ch  

Japan Citizen Band Transceiver 

“17” is coming back soon!! 

◀ 大口径φ77mm 

スピーカー内蔵 

▼ PTT付き 

ダイナミック型 

ハンドマイク付属 

10段式ステンレス 

ロッドアンテナ  ▶ 

伸長 1880mm 

(先端ロッド径φ4.4mm） 

アナログ指針式 Sメーター ▼ 

(電球色 LEDバックライト 

On/Off切替式) 

特 長 
 
 
 
 
 
 

▲  

底面 1/4-UNC ネジ穴 

市販カメラ三脚利用可能 

単 3 Ni-MH/アルカリ乾電池×8本内蔵可能 

背面電池フタの突起を無くし,フラット化 

外部電源端子φ5.5×2.1mm (DC9.6～12V推奨) 

送信時は変調器/終段の電圧を内蔵 DC/DC Conv. 

で安定化,電池電圧の違いによる出力の低下を 

完全に排除,受信時は自動停止でノイズレス 

空中線電力 500mW/100mW切替式 

受信系 RF-AGC回路を大幅に強化 

感度を損なわずに近距離/強い局の復調を改善 

受信帯域幅は 3段階切替式 

実績ある強固な変調 Envelope 制御回路,高効率 

E級終段,PWM変調器をさらにブラッシュアップ 

新技適の基準も余裕で満たすクリーンな電波と 

深くて明瞭な変調を両立 

 

新スプリアス基準対応 日本国内専用 市民ラジオ 
免許・資格・登録 不要 

税込販売価格 近日発表 
 

技 適 
新スプリアス 

基準 CLEAR 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JX-17D その他の仕様等 

電波型式 A3E (終段ドレイン振幅変調) 電圧 (側面)外部電源入力端子 DC9.0～14.0V 

周波数 26,968 ～ 27.144MHz 

国内市民ラジオ割当て 8 波 

寸法 本体外形 幅 126×高さ 270×奥行 66mm 

(アンテナ部分と突起物を除く) 

付属品 専用ダイナミックハンドマイク  1 個 

動作確認用単 3 アルカリ乾電池 8 本 

取扱説明書          1 冊 

重量 無線機本体       約 1,550 g 

付属ハンドマイク  約  170 g 

( 参考 市販単 3 アルカリ電池 

×8 本       約  200 g  ) 

※カメラ用三脚やカメラ用肩掛けストラップは付属しません。 必要に応じて別途,市販品をご用意ください。 

細部の仕様や外観は改良のため予告なく変更となる場合があります。 

 

設計・開発・製造 株式会社天竜空間伝送 Tenryu Space Transmission Corp. 

販売代理店    株式会社サイエンテックス オンラインショップ https://www.scientex-radio.jp/ 

PRE  受信 RF ゲイン切替 (通常最大感度, 

   SR-01X の ATT スイッチと類似) 

FIL 受信帯域選択 

SQL スケルチ設定 

RSQ  逆スケルチ(Reverse SQL)設定 

LED メーターのバックライト On/Off 

THR 残量警告用 アルカリ/Ni-MH 選択 

PWR 送信出力 500/100mW 切替 

 
▲  黄色 MENU 飛び出し位置では, メインダイヤルは通常通りチャンネル(8 波)の選択 

黄色 MENU 押下時は設定機能選択モード , SELECT 押下するたびに設定内容を切替 

コンパクトポータブル機のメリット 

    アンテナを展開したまま,長時間のワッチを継続したい 

運用状況でも本体から手を離して疲労を軽減 

    手になじむクラシカルなデザインのハンドマイクを 

自然な姿勢で握って送信, 手元のログブック記入も楽々 

    外部電源を接続すれば電池残量を気にせず長時間稼働 

市販の 12V密閉型鉛バッテリーも使用可能 

    運用者の手前側へ向く大口径の内蔵スピーカーの迫力 

筐体はスピーカーエンクロージャーの機能も兼ねて 

音割れしにくくクリアで豊かな受信音を確保 

2017 年 JCBT-17A に装備された底面のカメラ三脚用ネジ穴は好評となり, 

2020 年代になると大手メーカー製アマチュア無線用ポータブル機にも 

採用され,広く無線家に知られて活用されるようになりました 

▲ 市販のカメラ用小型三脚 

と組み合せた例 


